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１ はじめに 

 

日本国内の食品ロス量は年間５２３万トン（令和３年度推計値） 

発生しており、家庭系食品ロスが２４4 万トン、事業系食品ロスが 

２７9 万トンと、ともに約半数を占めています。 

 

  食品ロスを削減していくためには、食べ物を生産し消費するまで 

の様々な過程で、食品ロス問題を自分事と捉えて、削減に向けて 

行動することが必要です。 

 

消費者庁においては、「食品ロス削減自主宣言」を設け、企業等 

に自主宣言をしてもらい、企業等の努力を発信するため、取組を 

紹介しています。 

 

 

   （参照） 消費者庁 HP  

食品ロス削減自主宣言について   

 

 

佐賀県でも、様々な企業や団体でフードバンク活動団体への食品提供や企業・団体独自の取組で食品ロス削減に 

取り組まれています。そのような企業や団体の努力を皆様に知っていただき、そして参考にしていただけると幸いです。 

 

 

あなたの企業や団体、個人でも、まずはちょっとしたことから食品ロス削減に取り組んでみませんか？ 

 

 



食品ロス削減推進の取組

九州７県でのﾌｰﾄﾞﾄﾞﾗｲﾌﾞｷｯｸｵﾌ イオン九州株式会社
社長室ｴﾘｱ推進

ﾌｰﾄﾞﾄﾞﾗｲﾌﾞ推進経緯
2019年北九州3店舗にてﾌｰﾄﾞﾄﾞﾗｲﾌﾞキックオフ。
2021年九州7県基幹店舗にてキックオフ。

お客様より、『寄付をしたい。近くのお店でも寄付を受け付けて欲しい！』
とのお声を多く頂く。
＊事業部長説明会➡店長説明会➡担当者説明会にてまず従業員教育を徹底。

2022年会社方針を受けて、
上期福岡県総合ｽｰﾊﾟｰ(AEON)3月・食品ｽｰﾊﾟｰ(Max Valu)５月にて実験開始。
下期、九州７県AEON全店展開・9月Max Valu含む１８２店舗にてｷｯｸｵﾌ！

イオン九州50周年 ”あしたの九州にできること”ﾞﾌｰﾄﾞﾛｽ削減 フードドライブ推進
九州７県（AEON/Max Valu)１８２店舗（佐賀県１５店舗）にてﾌｰﾄﾞﾄﾞﾗｲﾌ開始しました。
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食品ロス削減推進の取組
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毎月
第3月曜日〜
第4日曜日

1週間開催
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食品ロス削減推進の取組

九州７県でのﾌｰﾄﾞﾄﾞﾗｲﾌﾞｷｯｸｵﾌ イオン九州株式会社
社長室ｴﾘｱ推進

9月度より、
Max Valu含む全１
５店舗にて開始。

佐賀県推移
2022年9月度累計

６７２Kg
累計
１ｔ１１５kg
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食品ロス削減推進の取組

イオン九州×環境整備産業×大分商業高校商業調査部
『食品ロスからできた環境にやさしいたい肥』
『環境にやさしいたい肥で育ったトマトを使用した加工品』 イオン九州株式会社

今回はその取り組みの一環として、大分県内の「イオン」・「マックスバリュ」１４店舗か
ら出る食品廃棄物を環境整備産業が回収・堆肥化したものを、袋に充填し一般のお客さま向
けに大分県内のホームワイド１２店舗で６月４日（木）より販売いたします。
堆肥の一般販売にあたっては、昨年度よりＳＤＧｓ（ゴミ箱の見える化）に取り組まれてい
る大分県立大分商業高校商業調査部のメンバーに、堆肥袋のパッケージデザインを考案して
いただきました。今後も食品ロス削減などサステナブル社会の実現に向けて共に取り組みま
す。
また、同時にイオン九州は「食品リサイクルループ」の取り組みで栽培されたイオンアグリ
創造大分臼杵農場の「イオン農場のまるまる赤トマト」の規格外のトマトを使用したトマト
のドレッシング、ソース、味噌の３アイテムを大分県内のイオン全６店舗とマックスバリュ
全１３店舗で６月４日（土）より販売を開始いたします。この商品は、大分商業高校商業調
査部の生徒さんが、イオンアグリ創造大分臼杵農場で栽培されている「イオン農場のまるま
る赤トマト」の、規格外のトマトに着目し、商品化に向けてレシピを考案、ユワキヤ醤油
（株）のご協力で試食を重ね、試行錯誤を繰り返し商品開発した商品です。
開発商品は、酸味の効いた万能ドレッシング「とまドレ」、食欲が沸くちょぴり辛いソース
「とまソース」、トマトが後引く欲張り味噌「とま味噌」の３種類です

イオン九州では、「食品リサイクルループ」に取り組んでいます。
店舗から出る食品廃棄物（期限切れ・売れ残り商品等）を環境整備産業が回収・堆肥化し、その堆肥
を使用してイオンアグリ創造株式会社（以下 イオンアグリ創造）が大分臼杵農場で農産物を栽培して
います。
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イオン九州株式会社

食品ロス削減推進の取組
イオングループ×大分商業高等学校×株式会社環境整備
産業による 「食品ロスからできた環境にやさしいたい
肥」「環境にやさしい堆肥で育ったトマトを使用した加
工品」の商品化プロジェクト
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食品ロス削減推進の取組

「おさらぴかぴかだいさくせん」
残さず食べて食品ロスを減らそう！ あしかりこども園

子ども達へ食品ロス削減について紙芝居等を使用し分かりやすく伝えます。残さず食べることの大切
さ、苦手な物にも挑戦する大切さを考えてもらえるよう取り組みを行いました。

給食の様子
（いつもは減らしている野菜も
残さずたべてくれました♪）

ご褒美のペンダント
に大喜びでした！

残さず食べたり苦手な物を
一口でも食べられたら
シールをゲットできます。

シールがたまったらご
褒美のペンダントがも

らえます。
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佐賀県は海苔生産量では日本一ですが、一方で値が付かなかったり廃棄される海苔もあ
ります。弊社では、株式会社サン海苔さんの協力を得ながら色落ち海苔から数々の商品
開発（サンノーリシリーズの商品開発）を進め、食品ロス対策を行っています。


